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【論文内容の要旨】 















夢二の表紙によってセノオ楽譜から出版される（1918 年）と、この曲は人気を博し、多くの SP レコードの出版に
もつながってゆく。第４章は、日本におけるグリーグ作品の普及に大きな役割を果たしたハンカ・シェルデルプ・
ペツォルト（1862-1937 年）の事蹟をめぐる比較的独立性の高い研究である。ハンカは、グリーグと親交のあった













があり、さらに巻末に参考文献表が置かれる。付録部分は A4 で 60 頁に及ぶ。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文に関する口頭試問は、2014 年 2 月 4日（火）に、およそ１時間 50 分にわたって公開審査として実施した。 
 この公開審査での議論も含めて、審査において本論文の成果として確認されたのは、次の諸点である。１）近
代日本のグリーグ受容について、考えられる様々な資料を精査し、そこから何がわかり、何がわからないか、と
いうことをはっきりさせたこと。２）当時の重要な論客であった小松耕輔の「国民楽」に関する論考でグリーグ
が中心的に論じられており、グリーグの音楽が近代日本の音楽文化にとって、決して周縁的問題ではなかったこ
とを示せたこと。３）日本でもノルウェーでもそれほど知られているわけではないハンカ・シェルデルプ・ペツ
ォルトの事蹟を、グリーグを中心としてまとめたこと。 
 一方で、本論文の文脈設定には若干の弱さがあることも否めない。そもそも、ヨーロッパ周縁国の出身であり
ながら、その民族性を提出し得たグリーグという例は、ヨーロッパ音楽の洗礼をうけた様々な地域にとってモデ
ルとなり得る存在であり、しかもその後に現れたより過激な世代の台頭によって影が薄くなったという受容傾向
自体も、ひとつの音楽（音楽家）がどのように喧伝され、それがどのように変化してゆくか、ということを考え
る実例と成るはずである。つまり音楽が、何を契機として広まり、どのようにその捉え方が変化するか、という
問題を近代日本とグリーグという例において考察する、というような視点が、この論の枠組みとして考えられる。
その点、本論文の射程はもう少し広いはずで、結論において、もう一度グリーグと近代日本という事例を、広い
文脈の中で捉え直すことが必要だった、と考えられる。 
 またグリーグの音楽における「民族性」と「個性」が対立するものと捉えられているが、その概念規定をはっ
きりさせる必要がある、という意見もあり、さらに巻末の演奏会資料にも改善の余地がある。さらにグリーグが
その代表とみられた「国民楽派」という音楽様式と、建築史における「ナショナル・ロマンティシズム」との関
連についても再考されるべきかもしれない。 
 これらの諸点にも関わらず、本論文がグリーグ受容の実態を明らかにする上で必要となる基礎的調査を誠実に
行ったことは確かであり、上記１）〜３）にまとめた点で、日本における西洋音楽受容史に寄与するものである
ことは疑いがない。 
 以上のような点から見て、本論文が博士（文学）の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。 
 
